
 
 

PRESS RELEASE                                 2017年3月吉日 

 

報道関係各位 

公益社団法人立川青年会議所 

 

5月Learning体験学習！！自分のミライが変わる 

～世界の問題と私たちの問題～  

 

 

 公益社団法人立川青年会議所（理事長：岡部栄一 事務局：東京都立川市曙町）はSDGs通して地域人として主体的に行動

できるマインドの醸成を目指し、体験を通して学ぶ事業「Learning体験学習！！自分のミライが変わる～世界の問題と私たち

の問題～」の全2回の初回を、5月13日（土）昭和記念公園みどりの文化ゾーンの花みどり文化センターで開催いたします。 

 

 

 3月、慶應大学大学院の蟹江憲史教授による講師例会でSDGｓの起こりや基礎的な考え方を学び、本事業では広義（世界）

から狭義（地域）へ向けた主体的行動へと落とし込む第一弾目（第二段目は7月）の体験学習として国営昭和記念公園（立川

市緑町）内の富良野自然塾東京校にて五感を通じて環境を通して地球や人類の歴史を学びます。その後「もし世界が100人の

村だったら」を行い、言語や宗教、貧富の差等を体系的に学びます。 

 

 

記 

 

 

『Learning 体験学習！！自分のミライが変わる 

～世界の問題と私たちの問題～    』 

                              

日     時 ：2017 年 5 月 13 日（土） 9 時 30 分～16時 00 分 

 

場    所 ：花みどり文化センター 講義室 a 

          

予定参加者 ：立川、国立、武蔵村山内の中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関する報道関係のお問い合わせ＞ 

公益社団法人立川青年会議所 共感リレーション構築委員会 副委員長 奥田直之  

TEL ： 042‐527‐1001 （月～金曜日 10:00～17:00） FAX ： 042‐527‐6600 

E-mail ： info@tachikawajc.or.jp   WEB ： http://www.tachikawajc.or.jp 

※開所時間外についてはメールにてご連絡いただきますようお願いいたします。 

mailto:info@tachikawajc.or.jp


 
 

 

 

【Learning 体験学習！！自分のミライが変わる～世界の問題と自分の問題～ の見所】 

 事業の冒頭では、再度 SDGsの概念を再確認した上で、体験を通し、楽しみながら五感を使って学びを深めていきます。

世界という広い視野で世界の課題等を知り、日本や自分の位置を世界との差を持って体験していく事業です。 

各体験後は振り返りを行い学びをしっかり深めていけるようにします。 

 

 

【開催に至る背景と事業のねらい】 

 情報通信技術の発展、ビジネスの国際化、2020 年東京オリンピック・パラリンピック開催など、今後ますます、国や社会を

情報や人が行き交い、グローバル化が加速します。そのような中で、他者との違いを知り相手を受け入れる心、そして、共

により豊かな社会や地域を築くためには、多角的・多面的に物事を捉え、意識を「無知」から「有知」へ、「無関心」から「関

心」へ変革する必要があります。 

 SDGs の題材を通して、世界が直面している問題や日本が直面している問題について学ぶことで、地域の子ども達に「他

人ごと」ではなく「自分ごと」として考えていただく場を提供します。さらに親と子供が一緒に同じ問題を共有することで、より

強固な意識変革へとつながり、次のステップである学びへと後押しする機会とします。親から子へと受け継がれていく「価値

観」に、新たなグローバルな「視点」を加えることで、この日本や地域での新しい自分の在り方を発見することが可能になる

と考えます。 

 

【持続可能な開発目標(SDGs)とは】 

 持続可能な開発目標（英語: Sustainable Development Goals）、SDGs（エスディージーズ）は、2015年 9月の国連総会で採

択された『我々の世界を変革する： 持続可能な開発のための 2030 アジェンダ』と題する成果文書で示された具体的行動

指針です。17の個別目標とより詳細な 169項目の達成基準からなり、国連に加盟するすべての国は、全会一致で採択した

アジェンダをもとに、2015 年から 2030 年までに、貧困や飢餓、エネルギー、気候変動、平和的社会など、持続可能な開発

のための諸目標を達成すべく力を尽くします。 

 

 


